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令和７年度 

高等部卒業生 

進路先 

福祉 

事業所 
34 名 

企業 ９名 

進学・ 

その他 
０名 

 

【
表 

彰
】 

           
 

      
 

                 

 
 
 

 
 

 
 

 

                                

 

    
 

 
 

                   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

          

  
 

                                

【
飛
び
立
つ
】 

校
長 

 

村
松 

加
苗 

校
長 

青
木
杉
浦
真
理
子 

【
旅
立
ち
の
日
に
寄
せ
て
】 

 
 

 
 

 
 

 

旅
立
ち
の
お
日
に
寄
せ
】 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

鈴
木 

尚
子 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

学
校
で
の
学
び
や
友
だ
ち
、
先
生
と
の 

時
間
、
悩
み
な
が
ら
も
一
歩
ず
つ
前
に
進

ん
だ
経
験
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
照
ら

す
大
切
な
力
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

学
校
生
活
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
か
っ

た
は
ず
で
す
。
悔
し
く
て
涙
を
こ
ぼ
し
た

日
も
、
思
い
切
り
笑
っ
た
日
も
、
心
が 

揺
れ
た
瞬
間
も
、
す
べ
て
が
皆
さ
ん
の
大

切
な
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の

人
に
支
え
ら
れ
、
守
ら
れ
、
成
長
し
て
き

た
皆
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
も
ど

ん
な
困
難
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
こ
の
学
校
で
育
ん
だ
優
し
さ

と
た
く
ま
し
さ
を
胸
に
、
新
し
い
世
界
へ

自
信
を
も
っ
て
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。 

自
分
ら
し
く
輝
く
未
来
を
心
よ
り
願
っ

て
い
ま
す
。 

 

保
護
者
の
皆
さ
ま
、
日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ 

活
動
へ
の
温
か
い
ご
協
力
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の

奥
に
は
、
そ
っ
と
手
を
差
し
伸
べ
て
き
た

皆
さ
ま
の
思
い
が
輝
い
て
い
ま
す
。 

 
卒
業
生
の
皆
さ
ん
と
保
護
者
の
皆
さ

ま
の
前
途
に
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
景
色
が
広

が
っ
て
い
き
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

【
進
路
指
導
部
よ
り
】 

（１） 

愛
知
県
特
別
支
援
教
育
推
進
連
盟
顕
彰 

 

小
学
部 

６
年 

須
田 

琢
磨 

 

中
学
部 

３
年 

川
北 

晴
琉 

 

高
等
部 

３
年 

原
口 

和
広 

 

愛
知
県
産
業
振
興
会
賞 

 

高
等
部 

３
年 

芝
吹 

直
人 

 

産
業
教
育
中
央
振
興
会
賞 

 

高
等
部 

３
年 

タ
ガ
ン
グ
ィ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ケ
ン
チ
ン 

エ
ン
バ 

 

20 2 6 年３月吉日 

愛知県立 

安 城 

特別支援学校 

卒業特別号 

風
も
日
差
し
も
き
ら
き
ら

と
輝
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
も

自
分
ら
し
く
過
ご
し
て
く
だ

さ
い
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

周
り
の
人
に
相
談
し
よ
う
。
私

た
ち
は
い
つ
も
応
援
し
て
い

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

先
日
、
一
匹
の
ミ
ツ
バ
チ
を
見
か

け
ま
し
た
。
ミ
ツ
バ
チ
は
冬
の
間
、

身
を
寄
せ
合
い
、
巣
に
蓄
え
て
あ
る

蜜
を
食
べ
な
が
ら
春
を
待
つ
の
だ
そ

う
で
す
。
そ
し
て
春
の
花
が
咲
き
始

め
る
頃
、
花
粉
や
蜜
を
集
め
る
た
め

に
活
動
を
開
始
し
ま
す
。
私
が
見
か

け
た
ミ
ツ
バ
チ
は
、
花
を
探
し
て
巣

を
飛
び
立
っ
た
ば
か
り
の
一
匹
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
き
っ
と
ミ

ツ
バ
チ
が
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
く
れ

た
の
で
し
ょ
う
。
さ
あ
、
待
ち
に
待
っ

た
春
が
来
ま
し
た
よ
。 

小
学
部
六
名
、
中
学
部
二
十
一
名
、

高
等
部
四
十
三
名
の
皆
さ
ん
、
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん 

は
学
校
生
活
を
と
お
し
て
、
た
く
さ

ん
の
学
び
と
経
験
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
皆

さ
ん
を
明
る
く
た
く
ま
し
い
人
へ
と

成
長
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

 

保
護
者
の
皆
様
、
お
子
様
の
ご
卒

業
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
お
子
様
の
晴
れ
の
姿
に
、
感
慨

も
ひ
と
し
お
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ご
家
族
の
皆
様
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
今
日
の
よ
き
日
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
域
や
関
係
諸
機

関
の
皆
様
か
ら
も
多
く
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
あ
皆
さ
ん
、
ミ
ツ
バ
チ
の
よ
う

に
春
の
空
へ
飛
び
立
ち
ま
し
ょ
う
。

新
生
活
が
実
り
多
い
も
の
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。 
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 小学部６年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。修学旅行では、海の生き物と
触れ合ったり、友達と乗り物に乗ったりして素敵な思い出がたくさんできましたね。慣れ
ない場所でも落ち着いて過ごす姿を見て、さすが６年生だと思いました。また、しっかり
学習できるよう、いつもおうちの人たちが準備をしてくださっていることに改めて感謝す
る機会でもありました。あんＪＯＹフェスタでは、今まで学習したことを堂々と発表する
ことができていましたね。中学部でも自信をもって、友達と仲良く学習に取り組めるよう
応援しています。  
                             小学部主事  加藤  則子  

ご卒業おめでとうございます。 

６年生は、たくさんの行事がありましたね。ど

れも楽なものではありませんでしたが、学んだ

り、練習したりすることで力をつけて乗り越え、

大きく成長してくれましたね。 

児童が元気に成長できているのは、保護者

の皆様をはじめとして、事業所の方々、これまで

支えてきてくださった方々のおかげです。本当に

ありがとうございます。 

いよいよ中学部です。今までとは大きく変わ

ることが多いですが、皆さんなら大丈夫。楽しく

成長していってくださいね。 

小学部６学年 職員一同  

小学部６年 

中学部３年 

 
中学部３年生の皆さん、卒業おめでとうございます。３年間の生活の中で、皆さんはそ

れぞれのペースで、確かな成長を重ねてきました。いろいろなことに挑戦し、「できる」こ
とを増やし、その「できる」ことを確実なものにするため努力してきた姿は、先生の心の
奥に残っています。これから新しい生活が始まります。いつか不安になることもあるかも
しれません。でも、中学部生活で身に付けた「できる」ことは、必ず皆さんを支えてくれ
ます。どんなときも自分を信じて、自分らしさを大切にして一歩ずつ前へ進んでいってく
ださい。皆さんの未来を、先生たちはずっと応援しています。Go for it!(頑張って！) 
                             

中学部主事  安藤  嘉朗  

 

中学部３年生の皆さん、ご卒業おめでとうご

ざいます。中学部では、みんなで協力しながら、

いろいろなことに挑戦し、自分から行動すること

ができるようになり、心も体も大きく成長しまし

た。 

高等部でも、きっと素敵な出会いや楽しいこ

とがたくさん待っています。自信をもって、未来

へ羽ばたいてください。中３職員一同、応援して

います。 

 

              中学部３学年  職員一同  

 

（２） 
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各部紹介 

（３） 

  

 

            

 

高等部１年 高等部２年 

高等部３年 

高等部３年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。様々な行事に全力で楽しみ、苦
しみや喜びを仲間と分かち合う姿が目に焼き付いています。あんＪＯＹフェスタの全員で
合唱した「正解」は、高等部３年間で深めた仲間との絆とこれから始まる人生の希望を強
く感じることができました。いよいよ４月からは社会人としてのスタートです。不安やう
まくいかないこともあるでしょう。元気な挨拶と団結力の良さがみなさんの強味です。新
しい出会いの中でもこの強味を思う存分発揮してください。きっとうまくいきます。「To 
the future」未来へ！応援しています。                        

高等部主事  石塚  恵子  

高等部３年生の皆さん、ご卒業おめでとうご
ざいます。 
皆さんが入学したときの初々しい顔を、つい

この間のように思い出します。全員で喜び、笑
い合ったこと、苦しくて辛いときは、手を取り合っ
て励まし合ったこと、きっとこれからの人生の糧
になると思います。何事にも一生懸命で、友達
のことを思いやることができる皆さんから、先生
たちが学ぶことも多くありました。 
４月からはいよいよ社会人としての生活が始

まります。迷ったり、立ち止まったりしても、高等
部で培った力を信じて、一歩ずつ進んでいって
ください。皆さんの挑戦と活躍を、遠くからずっ
と応援しています。 
               高等部３学年 職員一同  

 10 月 20 日から、校内実習と産業現場
等における実習を行いました。校内実
習では、普段とは違う作業内容でした
が、日頃から実践してきた身だしなみ、
挨拶、言葉遣い、報告などに意識して作
業に取り組むことができました。産業
現場等における実習では、学校を離れ、
初めてで緊張したと思いますが、企業
や福祉事業所に出勤し、いろいろな仕
事を体験しました。「社会人になるため
の第１歩！！」３年生に向けて自分の
進路を考える上でとても大切な実習に
なりました。 

 12 月 10 日に名古屋市にあるリニア・
鉄道館に社会見学に行きました。新幹
線や在来線、超電導リニアなどの実物
車両を見学したり、鉄道の歴史につい
て学んだりしました。超電導リニアの
ミニシアターでは、時速 500 キロの世
界を体験できました。また、新幹線の
切符の発券体験をしたり、鉄道ジオラ
マコーナーで、新幹線の沿線の有名な
建物などを見付けて、友達に教え合っ
たり、楽しい時間を過ごすことができ
ました。 
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イラストは、「いらすとや(https://www:irasutoya.com/)」様のものを使用しています。 

（４） 

 

10 月８日（水）に碧南市にある「明石公園」

へ遠足に行きました。 

初めに「くじらのくーちゃん」に乗りまし

た。最初から最後までスリル満点で、ドキドキ

しました。次にメリーゴーランドに乗りまし

た。ゆったりと揺れる動きと心地よい音楽を

楽しみました。最後に「あかしのぽっぽちゃ

ん」にみんなで乗りました。笑顔いっぱいの楽

しい遠足になりました。 

小学部４年 

 

生活単元学習で「かみはこあそび」をし

ました。紙や段ボールの素材に親しみ、ち

ぎった新聞を頭の上からかぶって気持ち

よさそうにしたり、段ボールトンネルを

何度も何度もくぐったりと、大好きな遊

びを見付けて時間いっぱい遊ぶことがで

きていました。子供たちが思い思いの遊

び方で、素材の感触を堪能しながら活動

することができました。 

小学部１年 

 

１月 19 日（月）から 23 日（金）までの

5 日間校内実習を行いました。紙すき作業を

学年全員で取り組みました。作業内容自体は

普段の作業学習と同じでも、教室や一緒に作

業する友達、担当の先生が違うことで緊張感

をもって作業に取り組んでいる様子が見られ

ました。  

生徒一人一人が考えた目標や課題を意識

し、集中して作業をする姿は、一年時よりも  

一回り成長したように感じました。  

 

中学部２年 
 

11 月 27 日（木）、28 日（金）にあん  

ＪＯＹフェスタが開催されました。中学部

1 年生の発表は「防災レンジャー  ～命を

守るんじゃ～」で「煙脱出体験」「地震ブー

ス」「防災センター」の三つの発表に取り組

みました。「煙脱出体験」では火災時の避難

体験、「地震ブース」では、地震体験やクイ

ズ、「防災センター」では、『オッケー！

BOUSAI！』の曲に合わせて踊ったり、非

常袋や防災設備の紹介をしたりしました。

多くのお客さんの前で堂々と発表すること

ができました。  

中学部１年 
 

小学部２年 

11 月 28 日（金）にあんＪＯＹフェスタ

で「おまつりばんぱく」の発表をしまし

た。「わっしょい！！」の掛け声に合わせ

て、おみこしを担いで練り歩きをしたり、

鳴子を持って元気よくソーラン節を踊っ

たりしました。笑顔で楽しく発表するこ

とができました。 

https://www:irasutoya.com/

